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旧
函
館
市
域
の
み
適

用
と
な
る　

歳
以
上
の

７０

交
通
費
を
半
額
助
成
す
る
交
通

機
関
乗
車
料
金
助
成
制
度
は
、

旧
４
町
村
の
対
象
者
に
対
し
て
、

交
通
費
に
差
異
が
生
じ
不
公
平

感
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
一
日
も

早
く
制
度
を
見
直
す
べ
き
で
は

な
い
か
。

　

ま
た
、
所
得
制
限
を
設
け
る

考
え
は
な
い
か
。

　

交
通
料
金
助
成
制
度

は
、
合
併
協
議
会
に
お

い
て
旧
函
館
市
地
区
で
継
続
す

る
福
祉
事
業
と
し
て
整
理
さ
れ

て
い
る
が
、
行
財
政
の
効
果
的

な
運
用
を
図
る
た
め
、
制
度
そ

の
も
の
の
見
直
し
を
検
討
す
る

こ
と
と
し
て
い
る
。

　

制
度
の
見
直
し
に
当
た
っ
て

は
、
所
得
制
限
の
導
入
な
ど
を

進
め
て
い
る
が
、
対
象
者
が
多

い
こ
と
も
あ
り
、
現
在
、
結
論

に
至
っ
て
い
な
い
が
引
き
続
き

制
度
の
見
直
し
と
旧
４
町
村
へ

の
制
度
導
入
を
検
討
し
た
い
。

　
　
　
　

（
答
弁
者　

市
長
）

そ
の
他
の
主
な
質
問
項
目

○
市
が
か
か
わ
る
裁
判
の
件
名
、

　

件
数
、
裁
判
費
用

○
指
定
管
理
者
制
度
の
公
募
型

　

指
名
競
争
入
札
制
の
採
用
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観
光
は
当
市
の
基
幹

産
業
の
一
つ
で
あ
り
、

観
光
産
業
・
観
光
事
業
の
振
興

は
大
変
重
要
で
あ
る
が
、
先
日
、

未
来
大
学
で
開
催
さ
れ
た
学
術

研
究
の
国
際
大
会
で
は
、
海
外

の
参
加
者
へ
の
気
配
り
が
不
足

し
て
い
た
と
苦
言
が
寄
せ
ら
れ

て
い
た
が
、
主
催
者
に
対
し
積

極
的
に
函
館
観
光
を
Ｐ
Ｒ
す
る

た
め
、
関
係
団
体
等
と
の
連
携

が
必
要
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

　

今
年
度
の
コ
ン
ベ
ン

シ
ョ
ン
は
、
国
際
大
会

７
件
を
は
じ
め　

件
が
予
定
さ

９５

�
��

�
��

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

� �
�
�
�
�
�
�
	

�
�
�
�
�
�
�
	

れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
コ
ン
ベ

ン
シ
ョ
ン
の
開
催
は
、
観
光
振

興
の
重
要
な
柱
で
あ
り
、
地
域

経
済
の
振
興
や
当
市
の
知
名
度

を
高
め
る
こ
と
に
つ
な
が
る
も

の
で
、
誘
致
に
あ
た
り
、
国
際

観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会
な

ど
関
係
団
体
と
連
携
し
て
き
た

が
、
今
後
は
、
よ
り
連
携
を
密

に
し
、
少
し
で
も
快
適
に
過
ご

せ
る
よ
う
努
め
て
い
き
た
い
。

（
答
弁
者　

市
長
）

そ
の
他
の
主
な
質
問
項
目

○
市
民
活
動
の
支
援
、
活
用

○
個
人
市
民
税
１
％
支
援
条
例

○
障
が
い
者
地
域
共
同
作
業
所

　

等
に
通
う
交
通
費
の
支
援

未来大学で開催された国際大会未来大学で開催された国際大会　

�

　

市
の
公
共
施
設
の
う

ち
医
療
・
保
健
施
設
や

教
育
施
設
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特

性
に
配
慮
し
、
既
に
全
面
禁
煙

と
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、

市
庁
舎
を
は
じ
め
、
分
煙
と
し

て
い
る
市
の
各
施
設
の
全
面
禁

煙
に
つ
い
て
は
、
施
設
を
利
用

す
る
市
民
の
方
々
の
理
解
も
必

要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
様
々
な

意
見
を
聞
き
な
が
ら
、
よ
り
一

層
の
喫
煙
対
策
を
進
め
て
ま
い

り
た
い
。

（
答
弁
者　

総
務
部
長
）

そ
の
他
の
主
な
質
問
項
目

○
自
治
基
本
条
例

○
地
域
交
流
ま
ち
づ
く
り
セ
ン

　

タ
ー
の
指
定
管
理
者
の
選
定

○
Ｄ
Ｖ
対
策

�

　

市
役
所
は
平
成　

年
１２

か
ら
庁
内
を
分
煙
と
し

た
が
、
喫
煙
コ
ー
ナ
ー
は
階
段

や
ト
イ
レ
に
行
く
途
中
、
１
階

の
喫
煙
コ
ー
ナ
ー
は
赤
ち
ゃ
ん

の
休
養
室
に
行
く
手
前
に
あ
り

煙
く
て
困
る
と
い
う
市
民
の
声

が
あ
る
。

　

子
ど
も
や
妊
娠
し
て
い
る
方

へ
の
受
動
喫
煙
の
配
慮
や
市
民

の
健
康
を
守
る
立
場
と
し
て
市

庁
舎
を
は
じ
め
市
の
各
施
設
を

全
面
禁
煙
す
る
考
え
は
な
い
か
。
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新
川
汲
ト
ン
ネ
ル
工

事
で
掘
削
土
砂
の
中
に

フ
ッ
素
・
鉛
・
ヒ
素
な
ど
が
含

ま
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
っ
た

が
、
こ
れ
ま
で
の
経
過
の
中
で

住
民
へ
の
説
明
が
遅
く
な
る
な

ど
ま
ず
い
対
応
が
あ
り
、
地
域

住
民
の
安
心
を
得
ら
れ
て
い
な

い
が
、
科
学
的
に
安
全
性
を
確

保
す
る
だ
け
で
な
く
、
住
民
の

安
心
を
得
る
た
め
、
ど
の
よ
う

に
対
応
す
る
つ
も
り
な
の
か
。

　

今
回
の
新
川
汲
ト
ン

ネ
ル
の
工
事
で
排
出
さ

れ
た
汚
染
土
砂
の
処
理
に
関
す

る
北
海
道
の
こ
れ
ま
で
の
対
応

で
は
、
地
域
住
民
の
十
分
な
理

解
を
得
ら
れ
て
い
な
い
状
況
に

あ
る
が
、
道
が
対
策
を
検
討
す

る
た
め
、
学
識
経
験
者
を
は
じ

め
と
す
る
委
員
会
を
設
け
て
、

処
理
体
制
や
管
理
方
法
の
見
直

し
を
検
討
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

市
と
し
て
も
地
域
の
理
解
を
得

ら
れ
る
よ
う
な
対
策
を
示
せ
る

よ
う
努
力
し
て
い
き
た
い
。

　
　

（
答
弁
者　

市
長
）

そ
の
他
の
主
な
質
問
項
目

○
地
域
生
活
支
援
事
業
の
進
捗

○
手
話
通
訳
・
要
約
筆
記
奉
仕

　

員
の
登
録
と
派
遣
基
準

○
風
力
発
電
の
故
障
原
因
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新川汲トンネル工事現場　新川汲トンネル工事現場

　

近
年
、
郊
外
へ
の
無

秩
序
な
市
街
地
拡
大
の

反
省
か
ら
、
徒
歩
や
公
共
交
通

機
関
等
に
よ
る
移
動
を
重
視
し
、

都
市
機
能
の
集
約
化
を
目
指
す

コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
の
考
え
方

が
各
地
の
都
市
計
画
に
導
入
さ

れ
て
き
て
い
る
。

　

当
市
に
お
い
て
も
、
主
要
な

地
域
や
通
り
に
歩
行
者
専
用
道

路
を
整
備
す
れ
ば
、
市
民
の
た

め
だ
け
で
な
く
観
光
振
興
上
も

有
益
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。
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本
市
の
道
路
整
備
は
、

交
通
渋
滞
解
消
の
た
め

の
幹
線
道
路
や
未
舗
装
の
生
活

道
路
の
整
備
が
求
め
ら
れ
て
い

る
が
、
歩
行
者
が
安
心
し
て
散

策
で
き
る
専
用
道
路
の
整
備
は
、

新
た
な
歩
道
の
設
置
等
に
伴
う

用
地
の
確
保
な
ど
に
多
額
の
費

用
を
要
す
る
こ
と
か
ら
、
今
後

の
検
討
課
題
と
し
た
い
が
、
可

能
な
限
り
、
市
民
や
観
光
客
の

利
用
に
配
慮
し
た
整
備
を
進
め

て
い
き
た
い
。

（
答
弁
者　

土
木
部
長
）

そ
の
他
の
主
な
質
問
項
目

○
北
海
道
新
幹
線
開
通
後
の
函

　

館
経
済

○
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式
除
細

　

動
器
）
の
普
及

�
　

南
茅
部
大
船
遺
跡
は
、

平
成　

年
８
月
に
国
の

１３

史
跡
に
指
定
さ
れ
、
研
究
が
さ

ら
に
進
む
に
し
た
が
っ
て
、
国

を
代
表
す
る
史
跡
に
な
り
う
る

と
感
じ
て
い
る
が
、
本
格
的
な

縄
文
文
化
に
関
す
る
研
究
所
が

な
い
状
況
で
あ
る
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
（
仮
称
）

日
本
縄
文
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー

を
創
設
し
、
情
報
の
収
集
、
分
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析
研
究
、
情
報
発
信
の
基
地
と

し
て
は
ど
う
か
。　

　

縄
文
文
化
の
研
究
は
、

わ
が
国
の
歴
史
と
文
化

を
考
え
る
う
え
で
、
極
め
て
重

要
な
こ
と
で
あ
り
、
今
後
、
専

門
的
な
研
究
機
関
が
必
要
で
あ

る
と
認
識
し
て
い
る
。

　

当
市
と
し
て
は
、
南
茅
部
遺

跡
群
の
中
核
施
設
と
し
て
、（
仮

称
）
函
館
市
縄
文
文
化
交
流
セ

ン
タ
ー
を
整
備
す
る
こ
と
と
し

て
お
り
、
調
査
・
研
究
部
門
を

設
け
、
価
値
や
意
義
を
広
く
内

外
に
情
報
発
信
し
た
い
。

（
答
弁
者　

教
育
長
）

そ
の
他
の
主
な
質
問
項
目

○
北
海
道
新
幹
線
着
工
後
の
経

　

済
波
及
効
果

○
観
光
入
り
込
み
客
数
減
の
認

　

識
と
対
策

�

大船遺跡　大船遺跡　
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保
育
所
運
営
費
に
お

け
る
賃
金
積
算
と
実
際

の
民
間
保
育
士
の
賃
金
に
乖
離

が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と
い
う

立
場
か
ら
、
以
前
、
民
間
保
育

士
の
賃
金
の
実
態
調
査
に
つ
い

て
提
案
し
た
が
、
道
の
所
管
で

あ
る
こ
と
か
ら
明
確
な
答
弁
が

な
か
っ
た
。

　

当
市
の
中
核
市
移
行
に
伴
い
、

所
管
が
道
か
ら
移
っ
た
こ
と
か

ら
、
あ
ら
た
め
て
賃
金
の
実
態

調
査
を
行
う
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

保
育
所
運
営
費
に
つ

い
て
は
、
国
か
ら
保
育

所
職
員
の
本
俸
基
準
額
等
が
示

さ
れ
、
関
係
施
設
に
周
知
が
図

ら
れ
て
い
る
。

　

保
育
所
の
運
営
は
、
こ
れ
ま

で
も
道
が
定
期
的
に
指
導
監
査

を
行
っ
て
お
り
、
適
正
に
執
行

さ
れ
て
い
る
も
の
と
考
え
て
い

る
が
、
中
核
市
移
行
に
伴
い
指

導
監
査
権
限
が
委
譲
さ
れ
た
こ

と
か
ら
、
当
市
と
し
て
も
適
正

に
指
導
監
査
を
行
い
た
い
。

（
答
弁
者　

福
祉
部
長
）

そ
の
他
の
主
な
質
問
項
目

○
ロ
シ
ア
極
東
大
学
へ
の
支
援

○
地
域
防
災
計
画

○
外
国
艦
船
入
港
に
対
す
る
市

　

の
対
応

��


